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【手続補正書】
【提出日】平成26年10月29日(2014.10.29)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　基地局装置と制御チャネルを用いて通信を行う移動局装置であって、
　前記制御チャネルが配置される可能性のある領域である制御チャネル領域は、複数の物
理リソースブロックペアによって構成され、
　前記制御チャネルは、１つ以上の第一の要素から構成され、
　前記制御チャネル領域として、第一の物理リソースマッピングが適用される第一の制御
チャネル領域と、第二の物理リソースマッピングが適用される第二の制御チャネル領域と
が、前記基地局装置によって設定され、
　前記第一の物理リソースマッピングでは、１つの前記第一の要素が１つの物理リソース
ブロックペアにおける複数のリソースエレメントから構成され、
　前記第二の物理リソースマッピングでは、１つの前記第一の要素が複数の第二の要素か
ら構成され、
　１つの前記第一の要素を構成するそれぞれの前記第二の要素は異なる物理リソースブロ
ックペアにおける複数のリソースエレメントから構成され、
　前記移動局装置は、
　　前記基地局装置より設定された前記第一の制御チャネル領域内における、前記制御チ
ャネルの復号検出を行う第一の検索領域と、前記基地局装置より設定された前記第二の制
御チャネル領域内における、前記制御チャネルの復号検出を行う第二の検索領域とを設定
する制御部と、
　　前記第一の検索領域と前記第二の検索領域とにおいて、前記制御チャネルの復号検出
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を行う受信処理部とを備える、移動局装置。
【請求項２】
　制御チャネル候補を構成する第一の要素の数である第一の要素集合数であって、
　前記第一の要素集合数が小さい値の検索領域では、前記第一の検索領域を構成する制御
チャネル候補の数を前記第二の検索領域を構成する制御チャネル候補の数より多く設定し
、
　前記第一の要素集合数が大きい値の検索領域では、前記第一の検索領域を構成する制御
チャネル候補の数を前記第二の検索領域を構成する制御チャネル候補の数より少なく設定
する、請求項１記載の移動局装置。
【請求項３】
　制御チャネル候補を構成する第一の要素の数である第一の要素集合数であって、
　前記第一の要素集合数が小さい値の検索領域では、前記第一の検索領域に対して制御チ
ャネル候補を設定し、前記第二の検索領域に対して制御チャネル候補を設定しない、請求
項１記載の移動局装置。
【請求項４】
　制御チャネル候補を構成する第一の要素の数である第一の要素集合数であって、
　前記第一の要素集合数が大きい値の検索領域では、前記第二の検索領域に対して制御チ
ャネル候補を設定し、前記第一の検索領域に対して制御チャネル候補を設定しない、請求
項１記載の移動局装置。
【請求項５】
　移動局装置と制御チャネルを用いて通信を行う基地局装置であって、
　前記制御チャネルが配置される可能性のある領域である制御チャネル領域は、複数の物
理リソースブロックペアによって構成され、
　前記制御チャネルは、１つ以上の第一の要素から構成され、
　前記基地局装置は、前記制御チャネル領域として、第一の物理リソースマッピングが適
用される第一の制御チャネル領域と、第二の物理リソースマッピングが適用される第二の
制御チャネル領域とを、前記移動局装置に対して設定する無線リソース制御部を備え、
　前記第一の物理リソースマッピングでは、１つの前記第一の要素が１つの物理リソース
ブロックペアにおける複数のリソースエレメントから構成され、
　前記第二の物理リソースマッピングでは、１つの前記第一の要素が複数の第二の要素か
ら構成され、
　１つの前記第一の要素を構成するそれぞれの前記第二の要素は異なる物理リソースブロ
ックペアにおける複数のリソースエレメントから構成され、
　　前記基地局装置は、前記第一の制御チャネル領域内における、前記移動局装置によっ
て前記制御チャネルの復号検出が行われる第一の検索領域、および、前記第二の制御チャ
ネル領域内における、前記移動局装置によって前記制御チャネルの復号検出が行われる第
二の検索領域のうちの何れかの検索領域における１つ以上の前記第一の要素を、前記制御
チャネルに割り当てる制御部をさらに備える、基地局装置。
【請求項６】
　基地局装置と制御チャネルを用いて通信を行う移動局装置に用いられる通信方法であっ
て、
　前記制御チャネルが配置される可能性のある領域である制御チャネル領域は、複数の物
理リソースブロックペアによって構成され、
　前記制御チャネルは、１つ以上の第一の要素から構成され、
　前記制御チャネル領域として、第一の物理リソースマッピングが適用される第一の制御
チャネル領域と、第二の物理リソースマッピングが適用される第二の制御チャネル領域と
が、前記基地局装置によって設定され、
　前記第一の物理リソースマッピングでは、１つの前記第一の要素が１つの物理リソース
ブロックペアにおける複数のリソースエレメントから構成され、
　前記第二の物理リソースマッピングでは、１つの前記第一の要素が複数の第二の要素か
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ら構成され、
　１つの前記第一の要素を構成するそれぞれの前記第二の要素は異なる物理リソースブロ
ックペアにおける複数のリソースエレメントから構成され、
　前記通信方法は、
　　前記基地局装置より設定された前記第一の制御チャネル領域内における、前記制御チ
ャネルの復号検出を行う第一の検索領域と、前記基地局装置より設定された前記第二の制
御チャネル領域内における、前記制御チャネルの復号検出を行う第二の検索領域とを設定
するステップと、
　　前記第一の検索領域と前記第二の検索領域とにおいて、前記制御チャネルの復号検出
を行うステップとを含む、通信方法。
【請求項７】
　移動局装置と制御チャネルを用いて通信を行う基地局装置に用いられる通信方法であっ
て、
　前記制御チャネルが配置される可能性のある領域である制御チャネル領域は、複数の物
理リソースブロックペアによって構成され、
　前記制御チャネルは、１つ以上の第一の要素から構成され、
　前記通信方法は、前記制御チャネル領域として、第一の物理リソースマッピングが適用
される第一の制御チャネル領域と、第二の物理リソースマッピングが適用される第二の制
御チャネル領域とを、前記移動局装置に対して設定するステップを含み、
　前記第一の物理リソースマッピングでは、１つの前記第一の要素が１つの物理リソース
ブロックペアにおける複数のリソースエレメントから構成され、
　前記第二の物理リソースマッピングでは、１つの前記第一の要素が複数の第二の要素か
ら構成され、
　１つの前記第一の要素を構成するそれぞれの前記第二の要素は異なる物理リソースブロ
ックペアにおける複数のリソースエレメントから構成され
　前記通信方法は、前記第一の制御チャネル領域内における、前記移動局装置によって前
記制御チャネルの復号検出が行われる第一の検索領域、および、前記第二の制御チャネル
領域内における、前記移動局装置によって前記制御チャネルの復号検出が行われる第二の
検索領域のうちの何れかの検索領域における１つ以上の前記第一の要素を、前記制御チャ
ネルに割り当てるステップをさらに含む、通信方法。
【請求項８】
　基地局装置と制御チャネルを用いて通信を行う移動局装置に実装される集積回路であっ
て、
　前記制御チャネルが配置される可能性のある領域である制御チャネル領域は、複数の物
理リソースブロックペアによって構成され、
　前記制御チャネルは、１つ以上の第一の要素から構成され、
　前記制御チャネル領域として、第一の物理リソースマッピングが適用される第一の制御
チャネル領域と、第二の物理リソースマッピングが適用される第二の制御チャネル領域と
が、前記基地局装置によって設定され、
　前記第一の物理リソースマッピングでは、１つの前記第一の要素が１つの物理リソース
ブロックペアにおける複数のリソースエレメントから構成され、
　前記第二の物理リソースマッピングでは、１つの前記第一の要素が複数の第二の要素か
ら構成され、
　１つの前記第一の要素を構成するそれぞれの前記第二の要素は異なる物理リソースブロ
ックペアにおける複数のリソースエレメントから構成され、
　前記集積回路は、
　　前記基地局装置より設定された前記第一の制御チャネル領域内における、前記制御チ
ャネルの復号検出を行う第一の検索領域と、前記基地局装置より設定された前記第二の制
御チャネル領域内における、前記制御チャネルの復号検出を行う第二の検索領域とを設定
する機能と、
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　　前記第一の検索領域と前記第二の検索領域とにおいて、前記制御チャネルの復号検出
を行う機能とを含む一連の機能を前記移動局装置に発揮させる、集積回路。
【請求項９】
　移動局装置と制御チャネルを用いて通信を行う基地局装置に実装される集積回路であっ
て、
　前記制御チャネルが配置される可能性のある領域である制御チャネル領域は、複数の物
理リソースブロックペアによって構成され、
　前記制御チャネルは、１つ以上の第一の要素から構成され、
　前記集積回路は、前記制御チャネル領域として、第一の物理リソースマッピングが適用
される第一の制御チャネル領域と、第二の物理リソースマッピングが適用される第二の制
御チャネル領域とを、前記移動局装置に対して設定する機能を前記基地局装置に発揮させ
、
　前記第一の物理リソースマッピングでは、１つの前記第一の要素が１つの物理リソース
ブロックペアにおける複数のリソースエレメントから構成され、
　前記第二の物理リソースマッピングでは、１つの前記第一の要素が複数の第二の要素か
ら構成され、
　１つの前記第一の要素を構成するそれぞれの前記第二の要素は異なる物理リソースブロ
ックペアにおける複数のリソースエレメントから構成され、
　前記集積回路は、前記第一の制御チャネル領域内における、前記移動局装置によって前
記制御チャネルの復号検出が行われる第一の検索領域、および、前記第二の制御チャネル
領域内における、前記移動局装置によって前記制御チャネルの復号検出が行われる第二の
検索領域のうちの何れかの検索領域における１つ以上の前記第一の要素を、前記制御チャ
ネルに割り当てる機能を含む一連の機能を前記基地局装置に発揮させる、集積回路。
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